
 

 

 

 

 

 研究の目的 

枠組壁工法は、外壁や

す。本研究は、この密閉

外装材を用いた壁体乾燥

 S

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究概要 

 

温湿度計 

水分蒸発を促進する 
セーム皮 

メスシリンダー 

透明 
アクリル板 

減水量から湿気の 
排出性能を確認 

試験体ユニット 

外装仕様 

仕様の異な

湿気の排出

屋屋外外防防露露試試験験  

放放湿湿試試験験  

壁体に要求

研究のフロー 

 
活用方法・成果 

 工法的に密閉性が高い

物が長寿命化します。ま

究で提示した防露や放湿

技術資料として活用され
枠組壁工法住宅の壁体乾燥技術開発 

共同研究機関名 三井ホーム株式会社 
担 当 部 科 環境科学部居住環境科
間仕切りが床下や天井ふところに開放されず密閉性が高いことに特徴がありま

性を生かした簡易な気密工法の提案を行うとともに、湿気が抜けにくい左官系

技術の開発を行うことを目的としています。 
TEP1課題整理 STEP2 開発と評価 STEP3 アウトプット 

実験室実験 
・防露性 
・気密性  など 

フィールド実験 
・放湿性 
・耐久性  など 

シミュレーションによる 
適用条件の検討 
・室内条件 
・地域条件 
・壁体構成 など 

壁体仕様 
の提案 

壁体乾燥性能 
に関する 

目標水準の提案

 

 

壁体仕様

の 
検討 

 
現状の把握 
課題の整理 
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される性能と検討項目を整理し、以下の実験を行いました。 
研
究
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結結露露シシミミュュレレーーシショョンンにによよるる検検証証  

9.5mm

90mm

12.5mm

30mm 450mm 30mm 

ロックウール 

石こうボード 

外気側部材

米松

相対湿度判別点 

放湿試験体に

断熱材を充填

し、冬期の防露

性能を検証 

枠組壁工法の場合、防湿気密フィルムなしでも、壁体一

般部では高い気密性能があることを確認 

 

1500mm

1100mm

2×4材石膏ボード

る試験体６体を用いて、 

性能を、標準試験体と比較 

気気密密性性能能測測定定  
枠組壁工法で、壁体乾燥技術

た簡易な気密工法の提案は、

試験結果は、湿害の発生を防

ます。 
が

施

止

確立されると、湿害が起こりにくくなるため建

工の簡易化やミスの減少につながります。本研

しつつもローコストで超寿命な住宅を開発する


